
主目的 3 10 1

副目的

款 項 目 大 中

○ ○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

正職員

その他職員

国・県支出金

0

30,783

0.00

対前年比

保健センター　

成人保健係

担当部

担当課

担当係

事業類型

体の健康づくりへの取組みを支援する

一般会計

18,777

Ｈ22決算額

13,94610,933

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

3.50

29,710

1,710

420

31,583

420

コ
　
　
ス
　
　
ト

32,723

29,073

96.5

28,570

その他財源

720

一般財源

720
財
源

事業番号

壮年期等保健事業

173
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健康福祉部　

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

名称：

13‐4

健康増進法、健康こまきいきいきプラン

3 1

10‐2

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 4

保健福祉

根拠法令・個別計画

健康づくり

4

市が直接実施・運営

健康教育事業（健康教室、各種講演会、地区健康教育の実施）
健康相談事業（定例健康相談、医師健康相談、予防相談、老人健康相談の実施）
機能訓練事業（パークアリーナ小牧で実施する筋力アップトレーニング）
訪問指導事業（疾病や要介護予防が必要な人に対する訪問指導の実施）
なお、事業については医師健康相談及び老人健康相談を除き、主に正職員で対応して
いる。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

概ね４０歳以上の市民を対象として、主体的に体や心の健康づくりに取り組めるように
し、介護を要する状態に陥ることなく健康で生き生きとした生活が送れるよう支援する。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

従事者数

人件費

従事者数

3.50

00

0.000.00

18,77718,777

費
用

0

直接経費 12,006

費用合計

3.50

人件費



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

H21

件
130

回

回

判　　　定

271 295

H22

H23H22

126

251

239

247

131

H23

273

78

131126

115

-

訪問指導数

260

212 238

H21

115

-

225

137

業
　
　
　
　
績

%
成
果
指
標

健康づくりに日頃から気をつけて
いる市民の割合

活
動
指
標

活動指標名

健康教育実施数

健康相談実施数

事業目的の
達成状況

健康教育事業を始め他の事業についても積極的に取り組んだ結果、健康教育について
は、目標値をやや上回り、その他の事業についてもほぼ目標に近い実績値となりまし
た。

77

75

延べ訪問者数 人
130

137

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

参加者を中心とした支援であったが、市民が数多く集まる場所へ出かけて行き、事業を
展開していくことで、平成21年度に策定した健康日本21こまき計画（中間見直し）に基づ
き、行政、地域、個人が一体となって、市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組め
るよう積極的に支援していく。

限られた予算の中で、健康教育や健康相談等への参加者が幅広く得られるよう、その
手法を見直すことにより成果を維持したまま、より効果的な事業を展開する必要がある
ため改善が必要と判断した。

判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

要介護状態になることの予防や年齢・体力に合わせた健康づくり支援など、質の高い生
活ができるよう生活面に着目したサービスの提供を図っており、他に類似する事業が無
いことから、これらの機能を果たせなくなると考える。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)
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